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１．アンケート調査の概要

• ステップ３の県民会議において、鉄軌道導入による県民等の意識の変化が起こる可能性についても評価
を行うことが必要との意見があった。

• このため、アンケート調査により、鉄軌道導入による県民・観光客の意識・行動の変化や、鉄軌道利用の
条件を把握し、鉄軌道導入にあたって求められる取組の検討の基礎資料とする。

対象者 沖縄県民 観光客

調査目的 沖縄鉄軌道が整備された場合の県民の
行動変化及び鉄軌道利用の条件、県民
が望むライフスタイルについて、居住地、
属性、移動目的、普段の利用交通機関等
による差異を分析する。

沖縄鉄軌道が整備された場合の観光客の行動変化及び
鉄軌道利用の条件、鉄軌道を利用しない理由について、
属性による差異を分析する。また具体的な希望訪問観光
地を確認する。

調査方法 インターネットアンケート調査 インターネットアンケート調査

調査時期 2016年8月2日配信 2016年8月1日（第１次）、8月3日（第２次）配信

サンプル 沖縄県に在住する人。回収サンプル数は
2,105票。

第１次：沖縄県以外の全国に在住する人。回収サンプル数
は30,000票。
第２次：第１次調査結果を基に、過去２年間に沖縄旅行の
経験のある人。回収サンプル数は670票。

年齢補正 沖縄県人口の年齢別構成比（H27国勢調
査）を用いて補正。

観光客の年齢別構成比（H26内閣府「県外来訪者アン
ケート調査」結果）を用いて補正。
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設問項目

沖縄県民 観光客

属性 性別、年齢、職業、居住地、住宅の所有状況、
家族構成、現在地の居住年、運転免許有無、
自家用車有無、モノレールの利用状況、過去の
居住地、過去の鉄軌道利用頻度

属性 性別、年齢、職業、居住地、鉄軌道利用
頻度

直近の沖
縄旅行

訪問観光地、宿泊先、主な行程、利用
交通手段、同行者、困ったこと・不便
だったこと（ツアーについて、宿泊施設
について、移動について）

普段の利
用交通

目的別の移動頻度、行先、利用交通機関

【目的】
・通勤、通学
・通院・その付き添い・子供の送迎
・食料品・日用品の買物

・非日常の買物：食料品・日用品以外（洋服・家電製品
等）の買物・休日のショッピング

・沖縄県内の観光・レジャー

・沖縄県内で離れて住んでいる家族・親せき・友人・知
人等の訪問

今後の沖
縄旅行

交通の状況が変わらない場合の行きた
い観光地

鉄軌道利
用の可能
性

目的別の鉄軌道利用可能性、鉄軌道を利用し
ていく行先

鉄軌道が
整備され
た場合の
沖縄旅行

鉄軌道利用の可能性、重要と思う鉄軌
道に関する条件、鉄軌道利用による観
光行動の変化、
鉄軌道が整備された場合に新たに行き
たい観光地

鉄軌道の
利用条件

重要と思う条件（「通勤・通学」の場合と「その他
の私用」の場合）

ライフスタ
イル変化

鉄軌道を利用したライフスタイル（３例提示）の
希望度等

鉄軌道を
利用しない
理由

（鉄軌道を利用しないと回答した人に）
鉄軌道を利用しない理由
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２．県民アンケート調査結果の概要



２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（①通勤）

• 「通勤」で移動している人は約63%であり、週５日以上通勤している人が約53％である。
• 通勤している人の約66％は自動車（自分で運転）を使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では、中部⇒南部（8.5％）、南部⇒中部（7.7％）が比較的多い。
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さい。
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全体の移動を100％とした場合の各移動先への移動割合を％で示し
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44.7

31.3

5.3

7.7

0.4

8.5

1.4

0.3

0.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

南部

中部

北部

南部⇒中部

南部⇒北部

中部⇒南部

中部⇒北部

北部⇒南部

北部⇒中部

居住地から通勤先への移動

%

【地域内移動】

【地域間移動】

18.7%

81.3%



２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（②通学）

• 「通学」で移動している人は約17％である。週5日以上通学している人が約13%である。
• 通学している人の約39％は自動車（自分で運転）、約22%は路線バス、約21%は自動車（他人が運転する車に

同乗）を使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では、中部⇒南部（6.9％）、南部⇒中部（6.4％）が比較的多い
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２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（③通院・その他付き添い・子供の送迎）

• 「通院や送迎等」で移動している人は約54％である。約20%は週1回以上移動している。
• 通院や送迎等で移動している人の約91％は自動車（自分で運転）を使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では、中部⇒南部（3.8％）、南部⇒中部（3.9％）が比較的多い。
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２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（④日常の買物：食料品・日用品の買物）

• 「日常の買物」で移動している人は約94%であり、約83％は週１回以上移動している。
• 日常の買物で移動している人の約74％は自動車（自分で運転）、約18%は自動車（他人が運転する車に同乗）を

使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では、中部⇒南部（3.7％）、南部⇒中部（4.2％）が比較的多い。
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２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（⑤非日常の買物：食料品・日用品以外の買物）

• 「非日常の買物」で移動している人は約94％で、約27％が週１回以上移動している。
• 非日常の買物で移動している人の約74％は自動車（自分で運転）、 約25％自動車（他人が運転する車に同乗）

を使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では中部⇒南部（7.5％）、南部⇒中部（7.2％）が比較的多い。
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２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（⑥観光・レジャー）

• 「観光・レジャー」で移動している人は約82％である。約４％が週1回以上移動している。
• 観光・レジャーで移動している人の約76％は自動車（自分で運転）、約36%は自動車（他人が運転する車に同乗）

を使って移動している。
• 地域内移動が多いが、中部⇒北部（15.7％）、南部⇒北部（14.4％）等をはじめ地域間移動も比較的多い。
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２．県民アンケート調査結果の概要
２－１ 県民の移動の現況について（⑦家族・親せき・友人・知人等の訪問）

• 「親族訪問等」で移動している人は約73％である。約８%が週1回以上移動している。
• 親族訪問等で移動している人の約73％は自動車（自分で運転）、約33%は自動車（他人が運転する車に同乗）を

使って移動している。
• 地域内移動が多いが、地域間移動では、中部⇒南部（12.0％）、南部⇒中部（14.2％）が比較的多い。
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24.7 

35.8 

52.1 

45.1 

27.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤（N=1,331）

通学（N=352）

親族等訪問（N=2,105）

通院・送迎等（N=2,105）

非日常買物（N=2,105）

観光・レジャー（N=2,105）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

仮に那覇と名護を１時間で結ぶ鉄軌道が導入された場合の目的別鉄軌道利用可能性

• 鉄軌道が導入された場合、条件が整えば、県民の約７割が通勤・通学に鉄軌道を利用する意向。
• また、観光・レジャーにおいても県民の約７割が利用意向を示している。

２．県民アンケート調査結果の概要
２－２ 鉄軌道の利用意向について
２－２－１ 県民の鉄軌道利用意向

11



２－２ 鉄軌道の利用意向
２－２－２ 属性別の県民の利用意向（①年代別傾向）

• 15～19歳、65歳以上は、全目的で「条件にかかわらず利用する」意向が比較的高い。
• 「①通勤・通学」、「②通院・送迎等」、「③親族等訪問」 「⑤観光・レジャー」については、年齢による

利用意向（条件付き含む）の大きな差はみられない。
• 一方、「④非日常買物」においては15～19歳で利用意向が７割強と高く、65歳以上は５割弱と低

い。年齢による差が大きい。
• なお、性別による傾向差はほとんどなかった。

13.9 

28.8 

11.0 

17.9 

52.8 

42.3 

56.6 

44.8 

33.3 

28.8 

32.4 

37.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

①通勤・通学

10.7 

17.3 

7.5 

17.9 

37.2 

26.9 

41.8 

26.9 

52.1 

55.8 

50.7 

55.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

②通院・送迎等

13.7 

23.1 

11.3 

17.9 

50.5 

44.2 

52.0 

47.8 

35.8 

32.7 

36.7 

34.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

③親族等訪問

15.6 

30.8 

12.7 

19.4 

56.7 

38.5 

61.1 

49.3 

27.7 

30.8 

26.2 

31.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

⑤観光・レジャー

12

12.4 

32.7 

8.5 

17.9 

42.4 

40.4 

47.9 

26.9 

45.1 

26.9 

43.5 

55.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

④非日常買物



• 鉄軌道の利用意向は、いずれの目的でも、（免許は持っているが）自由に使える車を持っていない
人が比較的高い。

• 特に、「⑤観光・レジャー」では約８割が利用意向を示している。

２－２ 鉄軌道の利用意向
２－２－２ 属性別の県民の利用意向 （②免許・車有無別傾向）

12.3 

10.0 

15.3 

24.6 

42.2 

42.6 

47.6 

32.6 

45.6 

47.4 

37.1 

42.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（18才以上）

（N=2043）

自由に使える車持っ

ている（N=1557）

自由に使える車持っ

ていない（N=270…

運転免許持っていな

い（N=216）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

④非日常買物

15.1 

13.1 

20.8 

22.5 

57.3 

58.7 

59.3 

44.9 

27.6 

28.3 

19.9 

32.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（18才以上）

（N=2043）

自由に使える車持っ

ている（N=1557）

自由に使える車持っ

ていない（N=270…

運転免許持っていな

い（N=216）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

⑤観光・レジャー

13.8 

11.5 

20.2 

22.3 

52.9 

54.3 

51.0 

45.1 

33.3 

34.2 

28.8 

32.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（18才以上）

（N=2043）

自由に使える車持っ

ている（N=1557）

自由に使える車持っ

ていない（N=270…

運転免許持っていな

い（N=216）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

①通勤・通学

13.1 

11.5 

17.6 

19.5 

50.6 

50.7 

55.5 

43.7 

36.2 

37.8 

26.9 

36.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（18才以上）

（N=2043）

自由に使える車持っ

ている（N=1557）

自由に使える車持っ

ていない（N=270…

運転免許持っていな

い（N=216）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

③親族等訪問

10.3 

9.0 

12.4 

16.9 

37.8 

37.5 

45.2 

31.0 

51.9 

53.5 

42.4 

52.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（18才以上）

（N=2043）

自由に使える車持っ

ている（N=1557）

自由に使える車持っ

ていない（N=270…

運転免許持っていな

い（N=216）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

②通院・送迎等
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13.9 

30.9 

14.8 

21.3 

18.7 

7.0 

52.8 

52.6 

55.3 

57.9 

53.4 

50.4 

33.3 

16.4 

29.9 

20.8 

27.9 

42.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的に

利用している（N=80）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=439）

過去にモノレールを日常的に

利用していた（N=94）

過去にモノレールをたまに利

用していた（N=666）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

①通勤・通学

• 鉄軌道の利用意向は、いずれの目的でも、モノレールを日常的に利用している（していた）人で比
較的高い。

• モノレールの利用経験がほとんどない人は、利用意向が比較的低い。
• モノレールの利用経験によって鉄軌道導入による利用意向に差が見られる。

２－２ 鉄軌道の利用意向
２－２－２ 属性別の県民の利用意向（③モノレール利用経験別傾向）

12.4 

26.6 

16.0 

14.5 

15.9 

6.1 

42.4 

48.8 

42.7 

54.5 

45.0 

38.1 

45.1 

24.5 

41.3 

31.0 

39.1 

55.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的に

利用している（N=80）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=439）

過去にモノレールを日常的に

利用していた（N=94）

過去にモノレールをたまに利

用していた（N=666）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

④非日常買物

15.6 

39.7 

22.2 

16.7 

17.3 

8.2 

56.7 

49.1 

59.4 

72.1 

59.2 

52.1 

27.7 

11.2 

18.4 

11.2 

23.4 

39.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的に

利用している（N=80）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=439）

過去にモノレールを日常的に

利用していた（N=94）

過去にモノレールをたまに利

用していた（N=666）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

⑤観光・レジャー

13.7 

27.9 

15.4 

14.3 

17.7 

8.1 

50.5 

52.5 

54.2 

69.2 

51.8 

45.1 

35.8 

19.6 

30.3 

16.5 

30.5 

46.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的に

利用している（N=80）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=439）

過去にモノレールを日常的に

利用していた（N=94）

過去にモノレールをたまに利

用していた（N=666）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

③親族等訪問

10.7 

29.0 

11.4 

11.8 

14.2 

5.5 

37.2 

37.5 

35.6 

52.2 

40.7 

33.5 

52.1 

33.5 

53.0 

36.0 

45.1 

60.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的に

利用している（N=80）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=439）

過去にモノレールを日常的に

利用していた（N=94）

過去にモノレールをたまに利

用していた（N=666）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

②通院・送迎等
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17

【参考】那覇市における鉄軌道利用意向（モノレール利用経験別）

15.2 

32.3 

14.5 

16.9 

15.3 

5.8 

51.6 

53.4 

50.9 

54.2 

54.7 

44.6 

33.2 

14.3 

34.6 

28.9 

30.0 

49.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=695）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=64）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=267）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=38）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=222）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=103）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

①通勤・通学

12.6 

30.0 

12.4 

6.2 

13.3 

2.9 

36.2 

32.3 

32.6 

62.3 

39.8 

30.9 

51.2 

37.7 

55.0 

31.5 

46.9 

66.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=695）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=64）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=267）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=38）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=222）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=103）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

②通院・送迎等

14.5 

28.5 

17.0 

8.9 

13.6 

3.6 

51.0 

49.7 

50.1 

67.1 

52.0 

46.2 

34.5 

21.8 

32.9 

24.1 

34.4 

50.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=695）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=64）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=267）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=38）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=222）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=103）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

③親族等訪問

13.2 

26.9 

15.4 

5.9 

13.0 

2.2 

42.8 

48.6 

40.1 

65.3 

41.2 

41.2 

44.0 

24.5 

44.5 

28.8 

45.8 

56.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=695）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=64）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=267）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=38）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=222）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=103）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

④非日常買物

19.0 

43.2 

22.1 

11.5 

16.6 

4.0 

57.7 

44.5 

58.8 

74.7 

58.7 

54.6 

23.3 

12.3 

19.0 

13.7 

24.7 

41.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

全体（N=695）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=64）

現在、モノレールをたまに利

用している（N=267）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=38）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=222）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=103）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用しないと思う

⑤観光・レジャー

• 実際、沖縄都市モノレールが稼働している那覇市に限って、モノレール利用経験別の傾向を確認。

• モノレールを日常的に利用している（していた）人で比較的高く、モノレールの利用経験のほとんど
ない人は、利用意向が低い。

• いずれの目的でも、県全体と傾向に大きな違いは見られない。
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25.1

23.0

69.7

71.1

5.2

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非日常買物

（N=1155）

観光・レジャー

（N=1521）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、今までとは異なる場所にも買物に

出かけるようになると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、今までとは異なる場所にも買物に出か

けるようになると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、買物の行き先の追加・変更はない

と思う

鉄軌道を使って今まで行かなかった場所にも出かけるようになる可能性

• 行動圏の拡大や行き先の変化については、鉄軌道導入により行き先が大きく変化することが想定
される、「非日常の買物」、「観光・レジャー」について確認を行った。

• 鉄道軌道が導入された場合、非日常買物、観光・レジャーにおいて利用意向を示す人のうち、９割
以上の人が条件が整えば鉄軌道を利用して今までとは異なる場所にも出かけるようになると回答。

２．県民アンケート調査結果の概要
２－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
２－３－１ 非日常買物、観光・レジャーにおける県民の行動範囲の拡大
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47.3

27.6

14.3

15.3

13.4

39.2

22.6

26.0

50.6

42.5

16.5

36.6

30.2

46.3

35.1

42.1

70.1

24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

現在

鉄軌道が出来たら

現在

鉄軌道が出来たら

現在

鉄軌道が出来たら

南部 中部 北部

南
部

中
部

北
部

居
住
地

観光・レジャーでの行先

中部、北部に
行きたい割合
が増加

北部に行きた
い割合が増加

南部、中部に
行きたい割合
が増加

南部：那覇市、糸満市、豊見城市、南城市、与那原町、南風原町、八重瀬町
中部：宜野湾市、浦添市、北中城村、中城村、西原町、嘉手納町、読谷村、北谷町、沖縄市、うるま市
北部：恩納村、宜野座村、金武町、名護市、今帰仁村、本部町、国頭村、大宜味村、東村

• 鉄軌道が導入された場合、非日常買物や観光・レジャーの行き先では、居住地域以外の場所にも
行きたいとの意向が増加。

２－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
２－３－２ 非日常買物、観光・レジャーにおける県民の行き先の変化
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85.2

34.4

16.5

36.5

10.0

34.3

14.5

49.9

83.0

45.9

33.2

56.1

0.3

15.6

0.5

17.6

56.7

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

現在

鉄軌道が出来たら

現在

鉄軌道が出来たら

現在

鉄軌道が出来たら

南部 中部 北部

南
部

中
部

北
部

居
住
地

非日常買物での行先

南部、中部に
行きたい割合
が増加

南部、北部に
行きたい割
合が増加

中部、北部
に行きたい
割合が増加

注：各回答者の移動頻度も考慮した「行先別
移動回数」の構成比を示す



２．県民アンケート調査結果の概要
２－４ 鉄軌道導入による県民のライフスタイル変化について

２－４－１ 県民のライフスタイルの変化の可能性について

県民アンケート調査では、鉄軌道ができた場合の新しいライフスタイルのイメージを３種類示し、そのような生活
をしてみたいかどうかを聞いている。

Q50
「駅から自宅までの移動が楽にできる地域に住み、主な場所に鉄軌道と
徒歩で移動できるような生活」をしてみたいですか。

Q51
自然が豊かで駅への交通も便利な地域がある場合、
「そのような地域に住み、県内各地には鉄軌道等で移動できるような
生活」をしてみたいですか。

Q52
現在、地元（家族・親せき・友人・知人等が住んでいる地域）から離れ
た地域に住んでおられる場合、「地元に戻って住み、鉄軌道を利用し
て通勤・通学、買物、通院等をするような生活」をしてみたいですか。

① 駅近くに住む生活

② 自然豊な地域に
住む生活

③ 地元に住む生活

Q50

Q51

Q52

18



• 県民の約７割の人が、「①駅近くに住む生活」や「②自然豊かな地域に住む生活」をしたいとの意向
を示している。

• 現在、地元から離れて生活している人のうち、約半数が「③地元に住む生活」をしたいとの意向を
示している。

２－４ 鉄軌道導入による県民のライフスタイルの変化について
２－４－２ 鉄軌道導入による県民の生活に関する意識・行動の変化

①駅近くに住む生活：駅から自宅までの移動が楽にできる地域に住み、主な場所に鉄軌道と徒歩で移動できるような生活
②自然豊かな地域に住む生活：自然が豊かで駅への交通も便利な地域に住み、県内各地には鉄軌道等で移動できるような生活
③地元に住む生活：地元（家族・親せき・友人・知人等が住んでいる地域）に戻って住み、鉄軌道を利用して通勤・通学、買物、通院

等をするような生活
19

27.5 

27.2 

15.9

39.7 

42.2 

31.3

32.8 

30.6 

52.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①駅近くに住む生活

（N=2105）

②自然豊かな地域に

住む生活（N=2105）

③地元に住む生活

（N=1593）

できるだけ早くそのような生活をしてみたい

いずれはそのような生活をしてみたい

特にそのような生活をしたいとは思わない

以下に示すような生活をしてみたいですか（N=2,105）

（１）回答者全体

（２）現在、地元を離れて生活している人



15.9

11.1

16.7

14.8

31.3

29.6

34.7

22.2

52.8

59.3

48.6

63.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=1593）

15～19才（N=77）

20～64才（N=1114)

65才～（N=403）

③地元に住む生活

27.2 

38.5 

26.2 

26.9 

42.2 

44.2 

44.1 

35.8 

30.6 

17.3 

29.7 

37.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

②自然豊かな地域に住む生活

27.5 

34.6 

27.0 

26.9 

39.7 

48.1 

42.2 

29.9 

32.8 

17.3 

30.8 

43.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

15～19才（N=147）

20～64才（N=1458)

65才～（N=500）

①駅近くに住む生活

２－４ 鉄軌道導入による県民のライフスタイル変化について
２－４－３ 鉄軌道導入による県民の生活に関する意識・行動の変化の分析（①年代別傾向）

• 「①駅近くに住む生活」や「②自然豊かな地域に住む生活」について、15～19歳は希望率が８割強
と高く、65歳以上は「特にそのような生活をしたいとは思わない」との意向が高い。

• 現在、地元を離れて生活している人のうち「③地元に住む生活」をしたいとの意向は、20～64歳が
50％以上を占め、比較的高い。

• 年代によって鉄軌道導入によるライフスタイルの変化に対する考え方に差が見られる。

（１）回答者全体

（２）現在、地元を離れて生活している人

20

できるだけ早くそのような生活をしてみたい いずれはそのような生活をしてみたい

特にそのような生活をしたいとは思わない



15.9

28.1

13.7

22.7

19.7

12.7

31.3

23.8

30.3

46.9

37.9

25.9

52.8

48.1

56.1

30.3

42.4

61.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=1593）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=45）

現在、モノレールをたまに

利用している（N=308）

過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=57）

過去にモノレールをたまに

利用していた（N=513）

モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=669）

③地元に住む生活

27.2 

45.6 

26.5 

42.9 

30.1 

21.6 

42.2 

42.0 

50.8 

42.6 

44.6 

35.6 

30.6 

12.4 

22.7 

14.5 

25.3 

42.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=80）
現在、モノレールをたまに

利用している（N=439）
過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=94）
過去にモノレールをたまに

利用していた（N=666）
モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

②自然豊かな地域に

住む生活
27.5 

43.4 

30.7 

42.2 

29.0 

21.4 

39.7 

36.4 

42.9 

43.0 

45.8 

33.0 

32.8 

20.2 

26.4 

14.8 

25.2 

45.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=2105）

現在、モノレールを日常的

に利用している（N=80）
現在、モノレールをたまに

利用している（N=439）
過去にモノレールを日常的

に利用していた（N=94）
過去にモノレールをたまに

利用していた（N=666）
モノレールを利用したことは

ほとんどない（N=825）

①駅近くに住む生活

２－４ 鉄軌道導入による県民のライフスタイル変化について
２－４－３ 鉄軌道導入による県民の生活に関する意識・行動の変化の分析（②モノレール利用経験別傾向）

• 「①駅近くに住む生活」や「②自然豊かな地域に住む生活」について、モノレールを日常的に利用している（してい
た）人は希望率が８割強と比較的高い。一方、モノレール利用経験がほとんどない人は６割弱と比較的低い。

• 「③地元に住む生活」についても、モノレールを日常的に利用している（していた）人の希望率は高く、モノレール
利用経験がほとんどない人の希望率は低い。

• モノレールの利用経験によって鉄軌道導入によるライフスタイルの変化に対する考え方に差が見られる。

できるだけ早くそのような生活をしてみたい いずれはそのような生活をしてみたい

特にそのような生活をしたいとは思わない（１）回答者全体

（２）現在、地元を離れて生活している人
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72.8 

63.8 

79.2 

46.2 

48.8 

22.7 

50.2 

37.9 

41.5 

50.4 

54.5 

34.3 

30.7 

42.8 

22.7 

32.1 

17.5 

42.3 

39.8 

40.4 

35.4 

34.9 

44.1 

40.3 

37.3 

39.0 

35.8 

45.8 

3.4 

3.5 

2.7 

10.3 

10.1 

30.5 

11.5 

19.4 

11.7 

8.4 

7.1 

22.4 

25.8 

9.4 

1.1 

0.6 

0.5 

1.2 

1.4 

6.4 

2.9 

7.8 

2.8 

0.9 

1.2 

4.3 

7.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／自宅や通勤・通学先から

駅までが近い

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／運行頻度が多い

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／運賃が安い

（自宅側の駅について）／歩行空間が整備されており歩きやすい

（自宅側の駅について）／駅までのバスが多く利用しやすい

（自宅側の駅について）／駅前にタクシーが多く利用しやすい

（自宅側の駅について）／駅まで車で行って駐車場にとめて、鉄軌道を利

用できる

（自宅側の駅について）／駅まで自転車で行って駐輪場にとめて、鉄軌道

を利用できる

（自宅側の駅について）／駅周辺に商業施設、病院、福祉施設、役所等

の施設が立地している

（目的地側の駅）／歩行空間が整備されており歩きやすい

（目的地側の駅）／駅からのバスが多く利用しやすい

（目的地側の駅）／駅前にタクシーが多く利用しやすい

（目的地側の駅）／駅周辺でレンタカー・レンタサイクルが借りやすい

（目的地側の駅）／駅周辺に商業施設、病院、福祉施設、役所等の施設

が立地している

通勤・通学など日常的な移動の場合、下記の各条件は重要と思いますか。（N=1468）

重要である 少し重要である あまり重要でない 重要でない

• 通勤・通学目的では、以下の条件を重要と思う意見が８割を超えており比較的高い。
(1)自宅・目的地から駅までの近さ、
(2)鉄軌道の利用しやすさ（運行頻度の多さ、運賃の低廉さ等）、
(3)駅周辺の移動・利用しやすさ（自宅側・目的地側ともにバス、駐車場、歩行空間の充実等）
(4)駅周辺への商業施設等の立地（自宅側・目的地側ともに）

２－５ 鉄軌道利用において重要と思う条件について
２－５－１ 目的ごとの県民が重要と思う条件（①通勤・通学）
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65.1 

59.2 

73.9 

47.9 

47.8 

26.1 

46.3 

31.4 

49.8 

51.2 

32.9 

29.3 

31.8 

35.4 

22.6 

40.7 

39.2 

39.3 

35.5 

36.2 

38.8 

39.3 

39.0 

38.2 

2.5 

4.9 

3.1 

10.2 

11.0 

27.7 

14.1 

21.8 

10.2 

8.0 

21.1 

20.8 

0.6 

0.6 

0.4 

1.2 

2.0 

6.9 

4.1 

10.6 

1.2 

1.5 

7.0 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／自宅や目的地から駅まで

が近い

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／運行頻度が多い

（鉄軌道のルートや運行頻度・運賃について）／運賃が安い

（自宅側の駅について）／歩行空間が整備されており歩きやすい

（自宅側の駅について）／駅までのバスが多く利用しやすい

（自宅側の駅について）／駅前にタクシーが多く利用しやすい

（自宅側の駅について）／駅まで車で行って駐車場にとめて、鉄軌道を利

用できる

（自宅側の駅について）／駅まで自転車で行って駐輪場にとめて、鉄軌道

を利用できる

（目的地側の駅）／歩行空間が整備されており歩きやすい

（目的地側の駅）／駅からのバスが多く利用しやすい

（目的地側の駅）／駅前にタクシーが多く利用しやすい

（目的地側の駅）／駅周辺でレンタカー・レンタサイクルが借りやすい

その他の私用の場合、下記の各条件は重要と思いますか。（N=1674）

重要である 少し重要である あまり重要でない 重要でない

• その他の私用目的（通院・送迎、日常・非日常の買物、観光・レジャー等）では、以下の条件を重要と思う意見
が８割を超えており比較的高い。

(1)自宅・目的地から駅までの近さ、
(2)鉄軌道の利用しやすさ（運行頻度の多さ、運賃の低廉さ等）
(3)駅周辺の移動・利用しやすさ（自宅側・目的地側ともにバス、駐車場、歩行空間の充実等）

２－５ 鉄軌道利用において重要と思う条件について
２－５－１ 目的ごとの県民が重要と思う条件 （②その他の私用）
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２．県民アンケート結果の概要
２－６ 県民アンケート結果の総括

【県民の鉄軌道の利用意向】
鉄軌道の利用意向は、通勤・通学、観光レジャーにおいて約７割程度であり、非日常買物などその他の目的では
５割程度となっている。
モノレール利用経験のほとんどない人（全体の約４割）の利用意向は低く、利用経験のある人の利用意向が高い。
そのため、鉄軌道利用経験が増えれば、利用意向も一定程度増える可能性があると考えられる。

【県民の鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について】
鉄軌道の導入により行き先が大きく変化することが想定される「非日常の買物」「観光・レジャー」のうち、非日常
の買物では、現状において、北部、中部、南部それぞれの地域内移動が多く、地域間移動は比較的少ないが、
鉄軌道が導入された場合、居住地以外の場所にも行きたいとの意向が示されていることから、中南部地域と北
部地域間の移動が増加する可能性があると考えられる。
また、観光・レジャーについては、現状においても地域間移動が多く見られる。鉄軌道が導入された場合、現状以
上に居住地以外の場所にも行きたいとの意向が示されたことから、北部から中南部への移動など各地域間の移
動がより活発になる可能性があると考えられる。

【鉄軌道導入による県民のライフスタイルの変化について】
鉄軌道が導入された場合、県民の約７割の人が「駅近くに住む生活」や「自然豊かな地域に住む生活」をしたいと
の意向を示し、現在、地元から離れて生活している県民の約半数が「地元に戻って住む生活」をしたいとの意向
を示している。
鉄軌道の導入は、居住地の選択に一定程度影響を与える可能性があると考えられる。

【鉄軌道利用において県民が重要と思う条件】
通勤・通学、その他私用目的（通院・送迎、買物、観光レジャー等）のどちらも、以下の条件を重要と思う意見が８
割を超えている。

(1)自宅・目的地から駅までの近さ、
(2)鉄軌道の利用しやすさ（運行頻度の多さ、運賃の低廉さ等）
(3)駅周辺の移動・利用しやすさ（自宅側・目的地側ともにバス、駐車場、歩行空間の充実等） 24



３．観光客アンケート調査結果の概要



• 直近の沖縄観光では、レンタカーのみ利用が約47％、主にレンタカー利用が約19％と、観光客の
約2/3がレンタカー利用を中心に移動している。

• 旅行人数は、過半数が１～２人での旅行となっている。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－１ 観光客の移動の現況について（直近の沖縄観光）

自分一
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16.6%

５人
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６人以上
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[q5]旅行した人数（あなた自身を含めて）について、

当てはまるものを１つだけお答えください。

(n=670)
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15.5 

3.7 
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5.5 
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子供

孫
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友人

会社の同僚

会社・学校・町内会等の団体

その他

[q6]旅行の同行者について、当てはまるものをすべて選択

してください。

(n=606)

レンタカーの

み利用し、他

の交通手段は

使っていない

46.6%

主にレンタカーを利用

したが、一部、公共交

通、タクシー等を利用

した

18.8%

主にモノレール、バス

を利用し、一部、タク

シー、知人の自動車

（同乗）等を利用した

10.7%

主にツアーの貸切

バス等で移動した

11.8%

主にタクシーを利

用した

1.7%

主に知人の自動車（同

乗）を利用した

1.6%

主にバイク（原付含

む）・自転車を利用した

1.1%

レンタカーと公共交通

等を使い分けた（レン

タカー中心に回った日

と公共交通中心に回っ

た日がある、公共交通

が不便な場所はレンタ

カーを利用し、公共交

通が便利な場所は公

共交通を利用した）

4.9%

その他

2.9%

[q4]観光地をまわる時に利用した交通手段について、当てはまるものを１つだけ選択してくださ

い。

(n=670)
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25.1 54.9 20.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、（一部のみの利用も含め）鉄軌道

を利用する可能性があると思う
フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道は利用しないと思う

仮に那覇と名護を１時間で結ぶ鉄軌道が導入された場合、あなたは沖

縄観光で鉄軌道を利用すると思いますか。（N=670）

• 鉄軌道が導入された場合に、条件が整えば、観光客の約８割が鉄軌道を利用する意向を示してい
る。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－２ 鉄軌道の利用意向について
３－２－１ 観光客の鉄軌道利用意向
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25.1 

30.6 

22.4 

44.2 

54.9 

58.1 

57.0 

39.5 

20.1 

11.3 

20.7 

16.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

15～19歳

(N=7)

20～64歳

(N=583)

65歳～

(N=80)

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、（一部のみの利用も含め）鉄軌道を利用す

る可能性があると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道は利用しないと思う

仮に那覇と名護を１時間で結ぶ鉄軌道が導入された場合、あなたは沖縄観光で

鉄軌道を利用すると思いますか。

• 65歳以上の人の44％は、鉄軌道が導入された場合に、条件にかかわらず鉄軌道を利用する意向
を示している。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－２ 鉄軌道の利用意向について
３－２－２ 属性別の観光客の鉄軌道利用意向（①年代別傾向）
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レンタカーのみ利用し、他の交通手段は使っ
ていない

(312)

主にレンタカーを利用したが、一部、公共交
通、タクシー等を利用した

(126)

主にモノレール、バスを利用し、一部、タク
シー、知人の自動車（同乗）等を利用した

(72)

主にツアーの貸切バス等で移動した (79)

主にタクシーを利用した (11)

主に知人の自動車（同乗）を利用した (11)

主にバイク（原付含む）・自転車を利用した (7)

レンタカーと公共交通等を使い分けた (33)

その他 (19)

自分一人 (64)

２人 (309)
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縄
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13.8 

51.1 

25.4 

39.6 

42.8 

53.9 

64.2 

45.8 

56.8 

66.3 

41.3 

49.1 

54.4 

39.7 

31.3 

10.4 

2.4 

14.8 

19.9 

7.7 

25.4 

6.0 

17.4 

47.8 

24.0 

20.5 

14.0 

18.3 

36.2 

40.9 

58.6 

58.9 

58.5 

48.5 

39.6 

11.3 

17.4 

20.7 

27.5 

33.2 

24.2 

• 直近の沖縄観光で公共交通を利用した人や他人の自動車に同乗した人等（レンタカーのみ利用
した人以外）の鉄軌道利用意向は８割を超え、比較的高い。

• 同行者数別にみると、１人、２人の旅行は、鉄軌道利用意向が高い。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－２ 鉄軌道の利用意向について
３－２－２ 属性別の観光客の鉄軌道利用意向（②利用交通機関、同行者数）

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道を利用すると思う

フィーダー交通の整備などの条件が整えば、（一部のみの利用も含め）鉄軌道を利用する可能性があると思う

フィーダー交通の整備などの条件にかかわらず、鉄軌道は利用しないと思う 29



• 鉄軌道の利用意向のある人のうち約63％は、「沖縄観光で、基本は鉄軌道を利用する」という回答
であり、主要交通手段にしたいと考えている。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－２ 鉄軌道の利用意向について
３－２－３ 観光客の鉄軌道の利用のしかた

35.1%

28.1%0.9%

2.3%

21.0%

11.4%

1.2%

沖縄観光で鉄軌道をどのように利用すると思いますか。下記に示す利用方法の中で、あなたが最も近いと考える

利用方法を１つだけ選んでください。（N=536）

その他の利用

基本は鉄軌道を利用し、

駅から離れた観光地等へ

は路線バス、タクシーを利

用する

基本は鉄軌道を利用し、

駅から離れた観光地等へ

はレンタカーを利用する

基本はレンタカーを使うが、飲

酒時等一部で鉄軌道を使う

レンタカー中心に回る日と鉄軌

道中心に回る日がある

片道は鉄軌道を利用し、逆の

片道はレンタカーを利用する

片道は鉄軌道を利用し、逆の

片道は高速バス等を利用する
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32.4 

23.6 

6.8 

71.9 

39.8 

16.8 

16.6 

17.7 

1.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

駅から目的の観光地まで距離があり移動が負担になると

思う

運行本数が限られ、自由な時間配分で移動できないと思う

運行時間帯が限られ、早朝・深夜の移動ができないと思う

レンタカーの方が自由に行きたい場所へ行けると思う

荷物が多い場合に持ち運びが大変だと思う

小さな子供、高齢者、障害者など移動に制約のある人に同

行する場合に乗車の世話などで負担が大きくなると思う

大人数（４人くらい）だと、レンタカーと同程度あるいはもっ

と高い費用が掛かると思う

車を運転するのが好きだから

その他

％鉄軌道を利用しない理由は何ですか。(N=134)

• 鉄軌道を利用しないと回答した観光客は、理由として、「レンタカーの方が自由に行きたい場所に
行ける」が約７割と多く、次いで「荷物が多い場合に負担」、「駅から観光地までの移動が負担」が
多い。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－２ 鉄軌道の利用意向について
３－２－４ 観光客の鉄軌道を利用しない理由

注：複数回答であるため、合計は100％を超える。 31



63.2 

25.6 

19.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

より多くの観光地を訪問すると思う

１つの観光地での滞在時間を長くすると思う

特に変わらないと思う

その他

鉄軌道を利用することで、あなたの観光行動が変わると思いますか。 （N=536）

注：複数回答であり合計は100％を超える

• 鉄軌道が導入された場合に、鉄軌道を利用する意向のある人の約６割以上はより多くの観光地を
訪問すると思うと回答。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
３－３－１ 鉄軌道利用による観光客の行動圏拡大

鉄軌道利用意向のある観光客の観光行動変化
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今後訪問希望地＋鉄軌道が整備された場合に行きたい観光地のベスト30 （N=670）

• 鉄軌道が整備された場合、これまでの沖縄の交通の状況では行こうと思わなかった、北部地域や中部地域の観
光地へも行くとの意向が示されている。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
３－３－２ 鉄軌道利用による観光客の行き先の変化
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図 「鉄軌道が整備された場合に行きたい観光地」のベスト30
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8.34

7.17

8.67

1.58

1.84

2.65

0 2 4 6 8 10 12

15～19歳(N=7)

20～64歳(N=583)

65歳～(N=80)

鉄軌道なしの場合の希望訪問地点数

鉄軌道が整備された場合の増加訪問地点数

(地点／人）

増加率

19.0% 

25.7% 

30.6% 

年令別

• 交通の状況が現状のまま変わらない場合（鉄軌道なしの場合）、行きたい観光地数（希望訪問地数）は15～19歳、
65歳以上が８箇所程度と比較的多い。

• これまでの交通の状態では行こうと思わなかった場所で、鉄軌道が整備された場合行きたいところは、各年代増
加するが、65歳以上が2.65箇所と、増加率も３割程度と高い。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
３－３－３ 鉄軌道利用による観光客の行き先の変化の分析（①年齢構成別）
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レンタカーのみ利用し他の交通手段は使っていな

い(N=312)

主にレンタカーを利用したが、一部公共交通、タク

シー等を利用した(N=126)

主にモノレール、バスを利用し、一部タクシー、知

人の自動車（同乗）等を利用した(N=72)

主にツアーの貸切バス等で移動した(N=79)

レンタカーと公共交通等を使い分けた(N=33)

鉄軌道なしの場合の希望訪問地点数 鉄軌道が整備された場合の増加訪問地点数

利用交通機関 地点

増加率

19.4%

29.1%

29.5%

44.2%

24.7%

5.11

6.95

8.87

8.23

14.12

5.68

1.57

2.20

1.52

1.86

1.73

1.90

0 5 10 15 20

旅行人数自分一人(N=64)

旅行人数２人(N=309)

旅行人数３人(N=105)

旅行人数４人(N=111)

旅行人数５人(N=18)

旅行人数６人以上(N=62) 

鉄軌道なしの場合の希望訪問地点数 鉄軌道が整備された場合の増加訪問地点数

同行者数 地点

増加率

30.8%

31.7%

17.1%

22.7%

12.3%

33.4%

• 直近の沖縄観光でレンタカーと公共交通を使い分けている人は、希望訪問地数が多く、かつ鉄軌道が整備され
た場合の訪問地の増加数も多い。

• １人、２人、６人以上の旅行ではこれまでの交通状況では訪問地数は少ないが、鉄軌道が整備された場合の訪
問地数の増加率は高い。

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－３ 鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について
３－３－３ 鉄軌道利用による観光客の行き先の変化の分析（②利用交通機関、同行者数）
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行きたい観光地の近くに駅がある

運行頻度が多い

所要時間が短い

運賃が安い

観光地側の駅から観光地までのバスなどの交通の便が良い

観光地側の駅でレンタカーを手軽に借りられる

観光地側の駅でレンタサイクルを手軽に借りられる

車窓から海などの良い景色が眺められる

観光地側の駅から便利な場所に宿泊施設が充実

観光地側の駅から便利な場所に商業・飲食施設が充実

鉄軌道の運行や駅周辺情報等の情報が入手しやすい

重要である 少し重要である あまり重要でない 重要でない

下記の各条件は重要と

思いますか。（N=536）

• 鉄軌道利用意向のある観光客は、８割以上が以下の条件が重要であると示している。
(1)観光地と駅の近さ
(2)鉄軌道の利用しやすさ（運行頻度の多さ、所要時間の短さ、運賃の低廉さ）
(3)駅周辺の移動・利用しやすさ（駅と観光地間のバスの充実）
(4)駅周辺における宿泊施設、商業・飲食施設の充実

のほか、
(5)車窓から海が見える、
(6)鉄軌道の運行や駅周辺情報等の情報の入手しやすさ

３．観光客アンケート調査結果の概要
３－４ 観光客が鉄軌道利用において重要と思う条件について
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３．観光客アンケート調査結果の概要
３－５ 観光客アンケート結果の総括

【観光客の鉄軌道の利用意向】
観光客の直近の沖縄観光では、約２/３がレンタカー利用を中心とする移動となっている。
鉄軌道が導入された場合、約８割の観光客が利用したいとの意向を示し、そのうち約６割は主要交通手段を鉄軌
道にし、駅から離れた場所には、路線バス、タクシー、レンタカーを利用すると回答。
一方、鉄軌道を利用しないと回答した観光客のうち、約７割が「レンタカーの方が自由に行きたい場所に行ける」
を理由とし、次いで３～４割が「荷物が多い場合に負担」、「駅から観光地までの移動が負担」を理由としているこ
とから、駅から観光地までの移動利便性の向上が課題と考えられる。

【観光客の鉄軌道利用による行動圏拡大・行き先の変化について】
鉄軌道が導入された場合に、鉄軌道を利用する意向のある人の６割以上の観光客が、より多くの観光地を訪問
すると思うと回答しており、これまでの沖縄の交通の状況では行こうと思わなかった北部地域や中部地域の観光
地へも行くとの意向が示されている。

【鉄軌道利用において観光客が重要と思う条件】
鉄軌道利用意向のある観光客は、８割以上が以下の条件を重要であると示している。

(1)観光地と駅の近さ
(2)鉄軌道の利用しやすさ（運行頻度の多さ、所要時間の短さ、運賃の低廉さ）
(3)駅周辺の移動・利用しやすさ（駅と観光地間のバスの充実）
(4)駅周辺における宿泊施設、商業・飲食施設の充実

のほか、
(5)車窓から海が見える、
(6)鉄軌道の運行や駅周辺情報等の情報の入手しやすさ
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